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1
9
7
億
3
3
4
万
円（
同
26
・

1
㌫
増
）、
土
木
費
が
1
7
8

　最
終
予
算
額
は
、1
9
9
9
億

9
0
6
1
万
円
（
対
前
年
度
比

2・
8
㌫
増
）で
、
そ
の
う
ち
歳

入
決
算
額
は
1
9
0
1
億
2
3

2
万
円
（
同
2・
3
㌫
増
）、
歳

出
決
算
額
は
1
8
4
5
億
7
0

2
4
万
円
（
同
2・
7
㌫
増
）と

な
り
ま
し
た
。

　地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

　平
成
27
年
度
に
本
市
が
使
っ
た
お
金
は
、
一
般
会
計
1
8
4
5
億
7
0
2
4
万
円
、
特
別
会
計

1
4
9
9
億
2
8
5
万
円
で
、
総
額
3
3
4
4
億
7
3
0
9
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
の

歳
入
・
歳
出
総
額
は
と
も
に
過
去
最
大
の
規
模
と
な
り
、
実
質
単
年
度
収
支
は
、
小
中
学
校
を
は

じ
め
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
余
土
中
学
校
、
東
中
校
区
小
中
連
携
校
の
整
備
な
ど

に
要
す
る
経
費
に
財
源
対
策
を
講
じ
た
結
果
、
26
億
5
3
0
9
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
実

質
収
支
は
24
億
2
0
9
5
万
円
と
な
り
、
58
年
連
続
で
黒
字
を
確
保
し
ま
し
た
。
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
健
全
な
財
政
状
況
を
維
持
し
つ
つ
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
な

が
ら
、一
人
で
も
多
く
の
人
が
「
笑
顔
」
で
、「
幸
せ
」
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

歳

　入
一
般
会
計

市
債
残
高

平成27年度 一般会計決算

歳

　出

 

松
山
市
の
家
計
簿
は
？

財政
特集

平
成
27
年
度

財
政
事
情
の
公
表

一般会計の推移

0

160,000
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歳入決算額
歳出決算額

27年度26年度25年度24年度平成23年度

182,146 183,412
176,984

185,906
190,102

176,839 178,286
171,060

179,803
184,570

（単位：百万円）

使ったお金
約1,846億円
市民1人当たり

約36万円

民生費
（46％）

教育費
（11％）

土木費
（９％）

公債費
（９％）

総務費
（９％）

衛生費
（７％）

消防費（３％）

商工費･農林水産業費
（５％）

その他（１％）

入ったお金
約1,901億円
市民1人当たり

約37万円

市税
（36％）

国庫支出金
（21％）

地方交付税
（12％）

市債
（７％）

県支出金
（６％）

その他
（18％）

歳  入

歳  出

市民の皆さんが納めた
お金です
675億6,456万円

市税以外の自主財源　※使用料および手数料など
209億2,218万円（11.0%）
依存財源　※地方消費税交付金など
126億6,547万円（6.8%）

県から入るお金で、使い
道が決められているもの
です
121億7,910万円

道路や建物を造るために、
国などから借りたお金です
140億7,800万円

国から入るお金で、使い道が自由なものです
228億8,030万円

国から入るお金で、使い
道が決められているもの
です
398億1,270万円

お年寄りや障がいが
ある人、子育て世帯など
を支えるために
856億1,522万円

火災予防や消防活動、急病人
の救助や災害対策のために
49億5,591万円

商業や農業を盛んに
するために
91億7,913万円

病気を予防したり、
ごみ処理や環境を
守ったりするために
137億9,489万円

職員の給料や財産の
管理、選挙経費などに
160億9,839万円

国などから借りたお金を
返すために
162億17万円

道路や公園などを整備するために
178億3,162万円

学校を整備したりスポーツや
文化などを盛んにするために
197億334万円

一
人
で
も
多
く
の
人
が
「
笑
顔
」
で
「
幸
せ
」
を

実
感
で
き
る“
ま
ち
”を
目
指
し
て

に
伴
い
地
方
消
費
税
交
付
金
が

97
億
6
7
0
万
円（
同
73
・
4
㌫

増
）と
な
る
な
ど
、
全
体
で
は

41
億
9
6
3
9
万
円
、
率
に
し

て
2・3
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
な
ど
に

伴
い
、
民
生
費
が
8
5
6
億
1

5
2
2
万
円
（
同
2・6
㌫
増
）

で
全
体
の
46
・
4
㌫
を
占
め
て

い
ま
す
。
次
い
で
、
教
育
費
が

特
別
会
計

億
3
1
6
2
万
円
（
同
4・6
㌫

減
）と
な
り
ま
し
た
。

　国
民
健
康
保
険
会
計
な
ど
13

事
業
の
歳
入
決
算
額
は

1
5
3
4
億
7
2
5
1
万
円

（
同
5・6
㌫
増
）、
歳
出
決
算
額

は
1
4
9
9
億
2
8
5
万
円

（
同
6・
2
㌫
増
）と
な
り
ま
し

た
。　一

般
・
特
別
会
計
・
企
業
会

計
を
合
わ
せ
て
3
2
5
0
億
9

7
7
4
万
円
（
同
0・
9
㌫
減
）

と
な
り
、
前
年
度
よ
り
30
億
5

7
2
万
円
減
少
し
、
10
年
連
続

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

5
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　夏
場
の
水
需
要
期
を
含
む
上
半

期
に
雨
の
日
が
多
く
給
水
量
が
伸

び
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

年
間
有
収
水
量
は
前
年
度
に
比
べ

0・
1
㌫
減
少
し
、
予
定
収
益
を

確
保
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
電

気
料
金
の
減
額
や
企
業
債
の
支
払

利
息
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
収
入

が
90
億
5
5
8
4
万
円
、
支
出
が

８4
億
5
7
0
2
万
円
（
資
産
維
持

費
を
含
む
）で
、
単
年
度
実
質
収

支
は
5
億
9
8
8
2
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　主
な
事
業
と
し
て
は
、
久
谷
地

区
水
道
施
設
の
再
編
整
備
の
完
了

や
北
条
浄
水
場
が
完
成
し
稼
働
を

開
始
し
た
ほ
か
、
救
急
医
療
機
関

ま
で
の
重
要
な
配
水
支
管
や
基
幹

管
路
の
耐
震
化
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
基
幹
浄
水
場
の
再
構

築
資
金
を

確
保
す
る

た
め
に
6

億
3
6
3

0
万
円
を

基
金
に
積

み
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
累
計
で

2８
億
4
6
7
1
万
円
）

　簡
易
水
道
を
維
持
す
る
た
め

の
支
出
2
億
9
4
4
3
万
円
（
資

産
維
持
費
を
含
む
）に
対
し
、
料

金
収
入
だ
け
で
は
運
営
が
難
し

い
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
補

助
金
1
億
8
3
8
3
万
円
な
ど

に
よ
り
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
ま
し
た
。

　収
入
が
7
億
4
8
1
9
万
円
、

支
出
が
5
億
5
9
7
3
万
円
（
資

産
維
持
費
を
含
む
）で
、
単
年
度

実
質
収
支
は
1
億
8
8
4
6
万
円

の
黒
字
と
な
り
、
健
全
経
営
を
維

持
し
ま
し
た
。

　収
入
は
前
年
度
に
比
べ
8
億
8

5
6
万
円
多
い
1
4‌

4
億
4
2
0

9
万
円
、
支
出
は
前
年
度
に
比
べ

2
億
7
5
6
6
万
円
少
な
い

1
3
4
億
５6
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
下
水
道
使
用
料
は
、
普
及
拡

大
や
接
続
勧
奨
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
1
億
2
2
0
9
万
円
多
い

62
億
7
4
1
5
万
円
と
な
っ
た
こ

と
に
加
え
、
消
化
ガ
ス
発
電
に
よ

る
収
入
増
加
や
支
払
利
息
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
8
億
2
2
7
5
万

円
の
純
利
益
と
な
り
、
企
業
会
計

導
入
以
来
初
め
て
の
黒
字
化
を
達

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
洗
化
人

口
は
、
前
年
度
よ
り
2
6
4
8
人

増
加
し
た
29
万‌

9
8
6
人
で
す
。

　「公
共
下
水
道
事
業
の
経
営
健

全
化
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
定
め
た
指
標
は
、
お
お
む
ね
順

調
に
推
移
し
て
お
り
、
平
成
2８
年

度
ま
で
の
数
値
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、
さ
ら
な
る
経
営
の
健
全
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
㈽
経
営
管
理
課
☎
９９８
9
8
2

8
・
FAX
９３２
0
4
5
4
、
下
水
道
政

策
課
☎
９4８
6
5
3
3
・
FAX
９３4
5
8

6
2

【主な事業】
◦子育て・教育環境の充実
◦子ども医療助成
◦公共施設の耐震化
◦地域防災力の強化
◦松山外環状道路、ＪＲ松山駅周辺整備
◦一番町大街道口のリニューアル
◦地元中小企業への支援、都市ブランド戦略推進
◦「瀬戸内・松山」構想を基軸にした観光誘客や修学旅行の誘致
◦「蜷川実花×道後温泉 道後アート2015」の開催
◦持続可能な農業の構築、果樹産地の生産力向上
◦まつやま農林水産物ブランドのトップセールス
◦えひめ国体に向けた準備
◦道路や交通安全施設、下水排水路、農道などの整備

　水
道
事
業
は
前
年
度
に
比
べ
年
間
有
収
水
量
が
減
少
し
、
予
定

収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
経
営
努
力
に

よ
り
、
単
年
度
実
質
収
支
は
１０
年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
下
水
道
整
備
に
よ
り
普
及
率
が
6１
・
３

㌫
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
和
泉
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
供
用
を

開
始
し
、「
重
点
１０
地
区
」の
整
備
を
お
お
む
ね
完
了
さ
せ
る
な
ど
、

引
き
続
き
浸
水
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平成27年度
公営企業の業務状況

年収300万円(月収25万円)の家計家計にたとえると…

◆
実
質
収
支

　形
式
収
支
（
歳
入
総
額
か
ら

歳
出
総
額
を
引
い
た
数
）か
ら

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

を
控
除
し
た
額
。
当
該
年
度
に

使
う
べ
き
収
入
と
支
出
の
実
質

的
な
差
額
を
み
る
た
め
に
用
い

る
。

◆
実
質
単
年
度
収
支

　単
年
度
収
支
（
当
該
年
度
の

実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の
実
質

収
支
を
差
し
引
い
た
、
当
該
年

度
実
質
収
支
の
増
減
額
）に
、

実
質
的
な
黒
字
要
素
（
財
政
調

整
基
金
積
立
額
や
地
方
債
の
繰

り
上
げ
償
還
額
）を
加
え
、
赤

字
要
素
（
財
政
調
整
基
金
取
崩

額
）を
差
し
引
い
た
も
の
で
、

当
該
年
度
の
実
質
的
な
収
支
を

把
握
す
る
た
め
に
用
い
る
。

◆
市
債（
地
方
債
）

　自
治
体
が
資
金
調
達
の
た

め
に
行
う
借
り
入
れ
る
お
金

の
こ
と
。

◆
基
金

　自
治
体
が
特
定
の
目
的
の

た
め
に
財
産
を
維
持
し
、
資

金
を
積
み
立
て
運
用
す
る
も

の
。

◆
地
方
交
付
税

　国
税
（
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
、消
費
税
、地
方
法
人
税
）

の
一
定
割
合
の
額
を
、
地
方

自
治
体
の
税
収
の
地
域
的
な

不
均
衡
を
補
う
た
め
に
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
地
方
自
治
体
固
有
の
財

源
で
あ
り
、
使
い
道
に
制
限

は
な
い
。

問
財
政
課
☎
９4８
6
1
3
6
・
FAX

９３4
1
8
0
3

財
政
用
語
解
説

公共下水道事業 企業会計導入以来 初の黒字

　公
共
下
水
道
事
業

　水
道
事
業

　簡
易
水
道
事
業

　工
業
用
水
道
事
業 全国で例を見ない地域防災中学3年生までの入院費無料化

蜷川実花×道後温泉 道後アート2015

整備が進む松山外環状道路

和泉雨水排水ポンプ場

使ったお金 【歳出】 １ヵ月（円） １年間（実際）
家族の医療費など 【扶助費】 163,900 579億9,990万円
食費       【人件費】 71,200 252億572万円
親戚への援助など 【補助費・出資金・貸付金】 52,600 186億960万円
自宅の修繕・改築 【普通建設費・維持補修費など】 68,700 243億2,923万円
光熱水費など   【物件費】 62,200 220億300万円
借金の返済    【公債費】 45,800 161億9,910万円
別に住む家族への仕送り 【繰出金】 52,100 184億3,337万円
預金など     【積立金】 5,000 17億9,032万円

合計 521,500 1,845億7,024万円

※歳出金額は、支出の性質を家計に例えて分類しています
※‌扶助費とは、社会保障の一環として、高齢者、児童、生活困窮者などに対して行っている様々な援助に
要する経費です
※補助費とは、各種団体への助成金や負担金などの経費です
※繰出金とは、特別会計などが安定した運営を行うために、一般会計から支出する経費です

自主財源
入ったお金 【歳入】 １ヵ月（円） １年間（実際）

給料    【市税、使用料など】 250,000 884億8,675万円
親から支援 【国、県支出金など】 247,300 875億3,757万円
借金    【市債など】 39,800 140億7,800万円

合計 537,100 1,901億232万円

※自主財源とは、地方公共団体が自主的に収入することができるものです
※依存財源とは、国や県により定められた額を交付されたり、割り当てられたりする収入です
※数字は、端数処理しています

依存財源

こんな事業に使いました

まとめ １ヵ月（円） １年間（実際）
収入から支出を引いた額 【形式収支】 15,600 55億3,208万円
次の年に使い道を決めている額 【翌年度に繰り越すべき財源】 8,800 31億1,114万円
実質的な黒字の額    【実質収支】 6,800 24億2,095万円

貯金・借金の残高（年度末現在） 家計換算（円） 実際の額
貯金 【基金の現在高】 1,681,000 495億9,073万円
借金 【市債の残高】 5,973,000 1,761億7,150万円

※数字は、端数処理しています


